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台
湾
ポ
ス
ト
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ

解
説
シ
リ
ー
ズ
―
―
今
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
？

　

は
じ
め
に

　

解
説
シ
リ
ー
ズ
「
今
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
？
」
の
第
二
回
と
し
て
、
台
湾
映
画
の
「
今
」
に
つ
い
て
書

い
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
を
本
誌
の
編
集
委
員
会
よ
り
受
け
た
。
こ
の
依
頼
に
、
魏
徳
聖
が
製
作
し
、
馬
志
翔
が

監
督
し
た
二
〇
一
四
年
の
台
湾
映
画
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ 

１
９
３
１ 

海
の
向
こ
う
の
甲
子
園
』（
以
下
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』）

大
石
　

和
久

第
二
回

――
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ 

１
９
３
１ 

海
の
向
こ
う
の
甲
子
園
』

　
　
　
　
に
つ
い
て
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
の
試
み
――
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解説シリーズ―今、何が起きているのか？　「台湾ポストニューシネマ」

に
つ
い
て
論
及
す
る
こ
と
で
、
応
え
た
い
と
思
う
。

　

著
者
は
二
〇
二
三
年
四
月
か
ら
八
月
ま
で
台
湾
芸
術
大
学
の
研
究
員
と
し
て
台
北
に
滞
在
し
た
。
そ
れ
で
編

集
委
員
会
は
こ
の
よ
う
な
執
筆
依
頼
を
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
筆
者
は
台
湾
映
画
の
専
門
家

で
は
な
く
、
一
介
の
映
画
美
学
研
究
者
で
し
か
な
い
。
そ
の
よ
う
な
者
が
（
い
く
ら
台
湾
映
画
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
と
し
て
も
）、台
湾
映
画
の
「
今
」
に
つ
い
て
「
解
説
」
な
ど
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
荷
が
重
い
依
頼
で
あ
っ

た
。
一
度
は
お
断
り
し
よ
う
か
と
も
考
え
た
が
、
結
局
は
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
筆

者
が
北
海
学
園
大
学
で
映
画
研
究
を
し
て
い
る
こ
と
に
関
わ
る
。
こ
の
こ
と
に
触
れ
る
前
に
、
ま
ず
は
『
Ｋ
Ａ

Ｎ
Ｏ
』
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

台
湾
が
日
本
統
治
下
に
あ
っ
た
一
九
三
一
年
、
嘉
義
農
林
学
校
（
以
下
、
嘉
農
）
は
台
湾
代
表
と
し
て
甲
子

園
に
出
場
し
、
準
優
勝
を
果
た
す
（「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
と
は
嘉
農
の
ロ
ー
マ
字
表
記
で
あ
る
）。『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
、

こ
の
実
話
を
基
に
し
た
劇
映
画
で
あ
る
。嘉
農
野
球
部
は
、一
勝
も
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
弱
小
野
球
部
だ
っ

た
。
四
国
の
強
豪
、
愛
媛
県
立
商
業
学
校
野
球
部
の
元
監
督
・
近
藤
兵
太
郎
は
、
嘉
農
で
会
計
の
仕
事
を
し
て

い
た
。
近
藤
は
野
球
部
の
監
督
を
任
さ
れ
、
ス
パ
ル
タ
訓
練
で
鍛
え
直
す
。
近
藤
は
「
球
は
霊
な
り
、
霊
正
し

か
ら
ば
霊
ま
た
正
し
、
霊
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
霊
ま
た
正
し
か
ら
ず
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
日
本
式
の
〈
野
球
道
〉

を
説
く
（
１
）。
こ
の
よ
う
に
、近
藤
の
訓
練
は
技
術
面
の
み
な
ら
ず
精
神
面
の
鍛
錬
も
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

嘉
農
野
球
部
は
当
時
、
台
湾
で
も
珍
し
か
っ
た
「
蕃
人
」「
漢
人
」「
日
本
人
」
か
ら
成
る
三
民
族
の
混
成
チ
ー
ム
。

近
藤
は
こ
の
点
に
、
こ
の
野
球
部
の
強
み
が
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
て
い
た
。
近
藤
は
こ
う
断
言
す
る
。「
蕃
人
は
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足
が
速
い
。
漢
人
は
打
撃
が
強
い
。
日
本
人
は
守
備
に
長
け
て
い
る
。
こ
ん
な
理
想
的
な
チ
ー
ム
は
ど
こ
に
も

な
い
。
き
ち
ん
と
練
習
す
れ
ば
必
ず
甲
子
園
に
い
け
る
」。
近
藤
の
厳
し
い
指
導
に
耐
え
、
め
き
め
き
と
実
力

を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
嘉
農
は
、
と
う
と
う
甲
子
園
に
出
場
、
準
優
勝
を
果
た
す
。

　

さ
て
、
嘉
農
が
甲
子
園
の
準
々
決
勝
で
対
戦
し
た
の
が
、
北
海
道
代
表
の
札
幌
商
業
学
校
（
以
下
、
札
商
）

で
あ
っ
た
。
札
商
は
、
現
・
北
海
学
園
札
幌
高
校
の
前
身
に
あ
た
る
学
校
で
あ
る
（
２
）。
こ
の
映
画
の
中
で
、

嘉
農
と
札
商
の
試
合
は
大
き
く
扱
わ
れ
、
し
か
も
、
札
商
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
錠
者
博
美
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
か
つ
て
の
札
商
、
つ
ま
り
現
・
北
海
学
園
札
幌
高
校
は
筆
者
が

現
在
、
映
画
研
究
者
と
し
て
勤
め
て
い
る
北
海
学
園
大
学
の
併
設
校
で
あ
り
、
場
所
的
に
も
隣
り
合
っ
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
著
者
は
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
に
そ
も
そ
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
台
湾
映
画
の
「
今
」

と
い
う
お
題
に
悩
ん
で
い
た
と
き
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
取
り
上
げ
た
ら
、
何
と
か
書
け
る
の
で
は
な
い
か
と
、
ふ

と
思
い
付
い
た
。
札
商
の
お
隣
で
映
画
研
究
を
し
て
い
る
の
も
何
か
の
縁
。
そ
れ
で
、
台
湾
映
画
の
専
門
家
で

も
何
で
も
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
謀
に
も
解
説
依
頼
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
た
、
著
者
は
映
画
に
お
け
る
北
海
道
表
象
を
、
そ
の
内
国
植
民
地
と
し
て
の
歴
史
性
の
観
点
か
ら
研
究
し

て
き
た
。『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
、
植
民
地
時
代
の
台
湾
を
舞
台
と
し
た
映
画
で
あ
る
。
植
民
地
表
象
と
い
う
点
で
も
、

『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
興
味
深
い
。
こ
れ
も
、
執
筆
依
頼
を
引
き
受
け
た
動
機
と
な
っ
た
。
台
湾
代
表
の
嘉
農
と
北

海
道
代
表
の
札
商
と
の
戦
い
は
、
植
民
地
の
学
校
同
士
の
闘
争
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
解
説
で
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
的
観
点
か
ら
、
こ
の
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
解
釈
し
て
み
た
い
と
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解説シリーズ―今、何が起きているのか？　「台湾ポストニューシネマ」

思
う
。
そ
の
際
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
重
要
な
理
論
家
の
一
人
、
ホ
ミ
・
バ
ー
バ
を
参
照
し
た
い
。
バ
ー
バ

の
理
論
か
ら
見
え
て
く
る
、
こ
の
映
画
に
込
め
ら
れ
た
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
的
な
意
味
と
は
何
か
。
バ
ー
バ
の

観
点
に
立
て
ば
、
嘉
農
の
野
球
は
、
日
本
へ
の
愛
憎
半
ば
す
る
「
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
（
両
価
性
）」
に
基
づ
く
、

日
本
野
球
の
「
擬
態
＝
摸
倣m

im
icry

」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
は
、
な
ぜ
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
語
る
こ
と
が
、
台
湾
映
画
に
お
い
て
「
今
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
？
」

を
語
る
こ
と
で
も
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
そ
の
後
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア

ル
的
観
点
か
ら
解
釈
す
る
。
本
来
な
ら
こ
れ
で
本
解
説
を
終
え
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
最
後
に
、
札
商

の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
・
錠
者
が
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
に
お
い
て
い
か
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
に

言
及
し
て
お
き
た
い
。
彼
こ
そ
が
、
私
に
本
解
説
を
執
筆
す
る
動
機
を
与
え
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

一　

台
湾
ポ
ス
ト
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
と
魏
徳
聖

　
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
、
魏
徳
聖
三
部
作
中
の
一
作
で
あ
る
。
三
部
作
の
他
の
二
作
は
、
ど
ち
ら
も
彼
が
監
督
し

た
『
海
角
七
号 

君
想
う
、
国
境
の
南
』（
二
〇
〇
八
年
、
以
下
『
海
角
七
号
』）
お
よ
び
『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ 

第

一
部　

太
陽
旗
、
第
二
部　

虹
の
橋
』（
二
〇
一
一
年
、
以
下
『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』）
で
あ
る
。『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
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で
は
、
彼
は
製
作
に
回
っ
た
。
魏
徳
聖
に
よ
れ
ば
自
身
は
野
球
に
は
素
人
で
あ
っ
た
の
で
、
野
球
経
験
者
の
馬

志
翔
に
監
督
を
依
頼
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
、
魏
徳
聖
は
台
湾
ポ
ス
ト
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
の
旗
手
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら

一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
台
湾
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
の
後
の
世
代
に
属
す
る
映
画
監
督
で
あ
る
。
侯
孝

賢
や
楊
徳
昌
、
李
安
、
蔡
明
亮
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
の
監
督
達
の
美
的
に
洗
練
さ
れ
た
映
画
は
、
世
界
的

な
映
画
祭
で
数
多
く
の
賞
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
芸
術
性
は
必
ず
し
も
か
ん
ば
し
い
興
行
収
入

に
は
結
び
つ
か
ず
、
そ
の
結
果
、
台
湾
映
画
の
製
作
本
数
は
激
減
し
た
。

　

台
湾
映
画
の
低
迷
は
、
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
の
監
督
・
楊
徳
昌
の
助
監
督
を
務
め
た
、
い
わ
ば
そ
の
弟
子
、
魏
徳

聖
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
魏
徳
聖
が
二
〇
〇
八
年
に
監
督
し
た
『
海
角
七
号
』
は
、
台
湾

映
画
史
に
残
る
画
期
的
な
映
画
と
な
っ
た
。
日
本
統
治
時
代
に
生
ま
れ
た
日
本
人
男
性
と
台
湾
人
女
性
の
恋
愛

が
、日
本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
終
焉
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
悲
恋
を
甘
美
に
、か
つ
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ

ク
に
描
い
た
こ
の
映
画
は
、
台
湾
で
製
作
さ
れ
た
映
画
と
し
て
史
上
最
高
の
五
億
三
〇
〇
〇
万
元
の
収
益
を
上

げ
た
。
台
湾
映
画
研
究
者
の
赤
松
美
和
子
は
、
こ
の
大
ヒ
ッ
ト
に
つ
い
て
「
二
〇
〇
八
年
、
台
湾
映
画
は
自
ら

の
歴
史
を
エ
ン
タ
メ
と
し
て
語
る
こ
と
で
再
び
息
を
吹
き
返
す
」
と
記
し
て
い
る
（
３
）。
ま
た
、『
セ
デ
ッ
ク
・

バ
レ
』
と
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
も
同
様
に
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
て
い
る
。
魏
徳
聖
の
登
場
に
つ
い
て
、
四
方
田
犬
彦

も
こ
う
言
っ
て
い
る
。
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解説シリーズ―今、何が起きているのか？　「台湾ポストニューシネマ」

魏
徳
聖
と
い
う
映
画
人
の
出
現
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
台
湾
映
画
を
も
っ
と
も
特
徴
付
け
る
現
象
の
一

つ
で
あ
る
。
侯
孝
賢
や
楊
徳
昌
が
映
像
作
家
と
し
て
の
繊
細
な
文
体
に
拘
泥
し
、
世
界
中
の
映
画
祭
に
宛

て
て
ハ
イ
ブ
ロ
ウ
な
芸
術
映
画
を
撮
り
続
け
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
次
の
世
代
で
あ
る
魏
徳
聖
は
逆
に
、
誰

も
が
登
場
人
物
に
同
一
化
し
て
、
強
い
情
動
的
興
奮
を
体
験
す
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
に
徹
し
て
、

台
湾
映
画
を
も
う
一
度
興
隆
へ
と
導
い
た
。（
４
）

　

台
湾
映
画
研
究
者
の
稲
見
公
仁
子
に
よ
れ
ば
、
エ
ン
タ
メ
化
の
傾
向
は
、
現
在
に
ま
で
至
る
台
湾
映
画
の
特

徴
と
言
っ
て
よ
い
（
５
）。
そ
れ
は
、
近
年
、
台
湾
で
は
ジ
ャ
ン
ル
映
画
（
例
え
ば
『
紅
い
服
の
少
女 

第
一
章 

神

隠
し
[
二
〇
一
五
年
]、第
二
章 
真
実
[
二
〇
一
七
年
]』[
程
偉
豪
]
や
『
返
校 

言
葉
が
消
え
た
日
』[
二
〇
一
九
年
、

徐
漢
強
]
な
ど
の
ホ
ラ
ー
映
画
）
が
盛
ん
に
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
こ
れ
は
現
在
の
台
湾
発

の
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
映
画
に
も
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
台
湾
映
画
の
エ
ン
タ
メ
化
の
嚆
矢
と

な
っ
た
魏
徳
聖
、
そ
の
三
部
作
の
一
作
の
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
台
湾
映
画
の
「
今
」
の
一

端
を
語
る
こ
と
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
魏
徳
聖
の
台
湾
映
画
の
エ
ン
タ
メ
化
は
、
同
時
に
、「
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
探
究
と
と
も

に
な
さ
れ
た
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
稲
見
は
、
ポ
ス
ト
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
に
つ
い
て
、
こ
う
言
っ
て
い
る
。

人
々
を
引
き
つ
け
た
の
は
台
湾
が
台
湾
で
あ
る
こ
と
、
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
の
関
係
性
で
あ
っ
た
。
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た
と
え
ば
言
語
に
つ
い
て
言
え
ば
、
国
語
と
台
湾
語
や
各
原
住
民
族
の
言
語
な
ど
が
混
在
す
る
の
が
リ
ア

ル
な
社
会
の
描
写
で
あ
る
。
道
教
の
信
仰
や
歌
仔
戲
、
夜
市
な
ど
の
民
俗
的
ア
イ
テ
ム
や
日
本
統
治
時
代
、

そ
の
後
の
白
色
テ
ロ
、
民
主
化
運
動
な
ど
の
歴
史
素
材
も
台
湾
が
台
湾
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
う
し
た

描
写
が
興
行
的
成
功
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
台
湾
と
し
て
の
意
識
は
、
八
〇
年
代
の
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ

で
も
見
ら
れ
た
こ
と
だ
が
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
民
主
化
が
進
む
な
か
で
熟
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ

る
。（
６
）

　

民
主
化
以
前
、
国
民
党
一
党
独
裁
の
下
で
は
、
映
画
の
中
で
「
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
に
関
わ
る
光
景

に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
独
裁
が
終
わ
り
、
中
華
中
心
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

か
ら
解
放
さ
れ
政
治
が
〈
本
土
化
（
台
湾
化
）〉
す
る
（
７
）。
そ
れ
に
照
応
す
る
よ
う
に
、
映
画
人
た
ち
は
台
湾

本
位
の
視
点
か
ら
、
台
湾
の
光
景
を
見
つ
め
直
す
こ
と
を
始
め
た
。
魏
徳
聖
が
、
多
元
的
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ

ル
ー
プ
―
―
中
国
語
の
「
族
群
」
―
―
か
ら
成
る
台
湾
の
生
活
空
間
に
注
目
し
た
の
も
、
そ
の
よ
う
な
台
湾
本

位
の
視
点
か
ら
で
あ
る
（
８
）。
台
湾
の
南
端
、
先
住
民
族
の
居
住
す
る
恒
春
半
島
を
『
海
角
七
号
』
は
舞
台
と

し
て
い
る
が
、
こ
の
舞
台
設
定
を
め
ぐ
っ
て
、
台
湾
映
画
研
究
者
の
林
ひ
ふ
み
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。

台
湾
最
南
部
の
恒
春
半
島
を
舞
台
と
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
台
湾
映
画
に
も
見
ら
れ
た
外
省
人
、
本

省
人
の
区
分
を
越
え
て
、
客
家
や
先
住
諸
民
族
も
交
え
た
多
数
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
が
、
現
に
共
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存
し
、
北
京
語
と
台
湾
語
を
中
心
と
す
る
多
言
語
の
生
活
空
間
を
形
成
し
て
い
る
台
湾
社
会
の
現
状
が
生

き
生
き
と
描
き
出
さ
れ
た
。（
９
）

　

台
湾
に
共
生
す
る
、
多
元
的
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
（
あ
る
い
は
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
）。
こ
れ
が
、
魏
徳

聖
が
扱
う
大
き
な
主
題
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、彼
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
主
題
は
、日
本
統
治
時
代
で
あ
る
。

日
本
統
治
時
代
が
注
目
さ
れ
る
に
は
、
や
は
り
台
湾
の
民
主
化
が
進
み
、
中
華
中
心
主
義
か
ら
解
放
さ
れ
る
必

要
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
、
日
本
統
治
時
代
は
、
中
国
へ
の
侵
略
の
視
点
か
ら
専
ら
否
定
的
に
表
象
さ
れ
る
の
み

で
あ
っ
た
。
魏
徳
聖
は
、
現
在
の
台
湾
の
礎
と
な
っ
た
日
本
統
治
時
代
の
現
実
に
、
そ
の
功
罪
と
も
ど
も
、
迫

ろ
う
と
す
る
（
⓾
）。
そ
の
意
味
で
、
彼
が
こ
の
時
代
を
扱
う
の
は
、
や
は
り
「
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を

探
究
す
る
作
業
で
あ
っ
た
。
上
に
見
た
よ
う
に
、『
海
角
七
号
』
も
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
も
日
本
統
治
時
代
の
出
来
事

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
も
、
一
九
三
〇
年
、
日
本
統
治
時
代
に
先
住
民
族
（
セ

デ
ッ
ク
族
）
が
抗
日
蜂
起
し
た
霧
社
事
件
を
活
劇
化
し
た
映
画
で
あ
っ
た
。
魏
徳
聖
の
三
部
作
は
す
べ
て
、
エ

ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
多
元
性
と
日
本
統
治
時
代
を
扱
っ
て
い
る
。
以
下
、
本
解
説
で
は
、
こ
の
三
部
作
の

中
で
も
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
に
焦
点
を
当
て
、
論
じ
て
ゆ
き
た
い
。
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二　
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
に
つ
い
て
―
―
日
本
野
球
の
「
擬
態
＝
摸
倣
」
―
―

　

冒
頭
述
べ
た
よ
う
に
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
、「
蕃
人
」「
漢
人
」「
日
本
人
」
の
三
民
族
が
協
力
し
合
い
、
甲
子
園
で

活
躍
す
る
映
画
で
あ
る
。
魏
徳
聖
は
自
身
で
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
に
お
い
て
「
団
結
の
精
神
」、「
異
な
る
民
族
が
分

け
隔
て
な
く
互
い
に
協
力
す
る
と
い
う
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
精
神
」
を
称
揚
し
た
、
と
語
っ
て
い
る
（
⓫
）。
彼
は
、

嘉
農
に
多
元
的
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
協
調
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
に
お
い
て
、
日
本

人
は
当
時
の
台
湾
を
構
成
し
た
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
、

先
住
民
族
の
抗
日
闘
争
を
描
い
た
『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
と
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。『
セ

デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
で
は
、
日
本
人
の
圧
政
に
耐
え
か
ね
た
先
住
民
族
が
、
日
本
人
た
ち
の
首
を
狩
り
、
惨
殺
す

る
の
で
あ
る
（
こ
の
よ
う
に
、『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
は
、
一
種
の
エ
ク
ス
プ
ロ
イ
テ
ー
シ
ョ
ン
映
画
の
側
面
も

持
っ
て
い
る
）。

　
『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
と
は
真
逆
に
、
日
本
人
と
台
湾
人
の
協
調
を
描
く
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
、
日
本
統
治
時

代
を
美
化
し
て
い
る
と
し
て
、
親
日
ど
こ
ろ
か
「
媚
日
」
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
⓬
）。
た
し

か
に
、
こ
の
映
画
で
は
、『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
の
よ
う
な
抗
日
の
激
し
い
戦
い
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
批
判
は
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
が
植
民
地
時
代
の
日
台
の
「
文
化
衝
突
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
こ
と
を
見

逃
し
て
い
る
、
と
魏
徳
聖
は
反
論
し
て
い
る
（
⓭
）。
彼
は
「
台
湾
の
歴
史
を
考
え
た
と
き
、
原
住
民
の
伝
統
文
化
、
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漢
民
族
の
移
民
文
化
、
外
来
の
植
民
文
化
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
三
種
類
の
文
化
が
合
流
し
て
い
た
の
が
、
日

本
の
統
治
時
代
な
ん
で
す
」
と
言
い
、
こ
の
よ
う
な
文
化
の
「
合
流
」
か
ら
は
、
そ
れ
ら
の
「
衝
突
」
が
生
じ
、

そ
こ
か
ら
必
然
的
に
「
ド
ラ
マ
」
が
生
ま
れ
て
く
る
、
と
語
る
（
⓮
）。『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
日
台
の
協
調
の
ド
ラ
マ

で
あ
り
つ
つ
も
、
同
時
に
そ
れ
ら
の
「
衝
突
」
の
「
ド
ラ
マ
」
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
へ
の
「
媚
日
」
的
と
い
う
批
判
に
対
し
て
、
四
方
田
は
魏
徳
聖
が
『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
の

監
督
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、と
注
意
を
促
し
て
い
る
。『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』

の
抗
日
か
ら
の
単
な
る
転
向
と
み
な
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
作
は
い
わ
ば
「
鏡
の
表

と
裏
」（⓯
）
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
一
見
相
反
す
る
よ
う
で
も
魏
徳
聖
の
映
画
に
内
在
的
な
二
つ
の
側
面
で
あ
る
。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
理
論
家
・
ホ
ミ
・
バ
ー
バ
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
四
方
田
の
言
う
「
鏡
の
表
と
裏
」
を

「
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
（
両
価
性
）」（
⓰
）
と
言
い
表
す
で
あ
ろ
う
。
精
神
分
析
に
由
来
す
る
こ
の
語
は
、
同
一
の

対
象
に
対
し
て
愛
情
と
憎
し
み
を
同
時
に
抱
く
心
理
状
態
を
意
味
し
て
い
る
。
バ
ー
バ
は
、
植
民
者
と
非
植
民

者
の
関
係
に
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
を
見
た
。
台
湾
人
は
、
宗
主
国
の
日
本
を
愛
す
る
と
同
時
に
憎
み
、
あ
る
い

は
日
本
に
憧
れ
と
同
時
に
反
発
を
抱
い
て
い
た
。
魏
徳
聖
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。

台
湾
人
は
日
本
に
対
し
て
矛
盾
し
た
感
情
を
抱
い
て
い
る
。
愛
す
る
べ
き
な
の
か
恨
む
べ
き
な
の
か
。
な

ら
ば
『
セ
ー
ダ
ッ
カ
バ
ラ
イ
』[『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
の
こ
と
]
で
憎
し
み
の
原
点
を
描
き
、『
海
角
七
号
』

で
愛
の
原
点
を
描
こ
う
。（
⓱
）
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あ
る
い
は
、
魏
徳
聖
は
「
日
本
統
治
時
代
は
、
時
に
は
愛
憎
相
半
ば
し
、
良
し
悪
し
の
基
準
だ
け
で
は
解
釈

で
き
な
い
面
が
多
々
あ
っ
た
時
代
で
す
」（
⓲
）
と
も
語
る
。
台
湾
の
球
児
た
ち
は
、
日
本
を
憧
れ
の
対
象
（
憧
れ

の
甲
子
園
）
と
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
、
セ
デ
ッ
ク
族
と
同
じ
く
日
本
に
反
発
し
て
も
い
た
。
魏
徳
聖
が
言
う

よ
う
に
、一
見
、親
日
的
な
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
日
台
の
「
衝
突
」
も
ま
た
そ
の
テ
ー
マ
な
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

台
湾
人
の
日
本
へ
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
な
思
い
は
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
と
『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
の
よ
う
な
テ
ク

ス
ト
間
の
関
係
と
し
て
の
み
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
と
い
う
一
つ
の
テ
ク
ス
ト
の
中
に
も
込
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
し
か
に
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
で
は
『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
の
よ
う
に

明
ら
か
に
抗
日
的
な
光
景
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
の
細
部
に
は
、
嘉
農
が
日
本

へ
抵
抗
す
る
様
が
、
随
所
に
巧
み
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
消
息
を
見
て
い
く
た
め
に
、
ま
ず
は
、
当
時

の
甲
子
園
が
、
被
植
民
者
を
日
本
人
化
す
る
機
能
を
担
っ
て
い
た
こ
と
の
確
認
か
ら
始
め
た
い
。『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』

は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
部
分
を
含
む
劇
映
画
で
あ
る
が
、
魏
徳
聖
は
、
む
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
甲
子
園
の
歴
史
を

踏
ま
え
た
上
で
、
こ
の
映
画
を
制
作
し
て
い
る
。

　
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
の
序
盤
、
一
九
三
一
年
の
甲
子
園
の
開
会
式
が
映
し
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
内
地
の
各
地

域
の
代
表
チ
ー
ム
の
み
な
ら
ず
、
台
湾
に
加
え
、
満
州
や
朝
鮮
の
植
民
地
か
ら
の
代
表
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
い

る
の
が
見
え
る
。
人
類
学
の
立
場
か
ら
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
論
じ
た
沼
崎
一
郎
が
言
う
通
り
、
当
時
の
全
国
中
等

学
校
優
勝
野
球
大
会
（
現
在
の
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
）
は
、
台
湾
や
満
州
、
朝
鮮
と
い
っ
た
「
外

地
」
の
代
表
を
も
含
ん
だ
「
帝
国
の
祭
典
」
で
あ
っ
た
（
⓳
）。
大
日
本
帝
国
の
各
地
方
を
代
表
す
る
高
校
が
一
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堂
に
集
い
、
甲
子
園
で
競
い
合
う
。
そ
の
と
き
、
外
地
は
大
日
本
帝
国
の
一
地
方
と
み
な
さ
れ
、
帝
国
の
空
間

に
包
括
さ
れ
均
質
化
さ
れ
て
ゆ
く
。
ま
た
、
外
地
の
球
児
た
ち
は
、
野
球
を
通
し
て
大
日
本
帝
国
の
国
民
と
し

て
日
本
人
化
、
な
い
し
は
〈
皇
民
化
〉
さ
れ
て
ゆ
く
。
沼
崎
の
指
摘
通
り
、
甲
子
園
は
「
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
な
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
装
置
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る
。「
帝
国
領
内
の
地
方
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
（
郷
土
愛
）
が
、

甲
子
園
と
い
う
回
路
を
通
じ
て
、
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
な
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
回
収
さ
れ
る
。
そ
れ
が
帝
国

の
祭
典
と
し
て
の
甲
子
園
の
意
義
だ
っ
た
」（
⓴
）、
と
沼
崎
は
言
う
（
戦
後
、
甲
子
園
は
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
な
側
面

を
喪
失
し
、
い
わ
ば
縮
小
さ
れ
た
形
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
意
義
の
み
を
留
め
て
い
る
）。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
視
点
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
台
湾
野
球
の
通
史
を
著
し
た
ア
ン
ド
ル
ー
・
Ｄ
・
モ
リ

ス
は
、
日
本
人
が
台
湾
人
を
日
本
人
化
し
、
日
本
人
へ
と
同
化
さ
せ
る
際
、
野
球
が
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。「
台
湾
人
の
見
事
な
プ
レ
ー
は
、
か
つ
て
の
野
蛮
で
遅
れ
た
人
々
を
改
良
す
る

の
に
日
本
の
植
民
地
体
制
が
成
功
し
た
と
い
う
こ
と
を
印
象
づ
け
た
」（
㉑
）。
野
球
は
、「
野
蛮
な
」
台
湾
人
に
身

体
的
な
規
律
訓
練
を
通
し
て
、
日
本
人
の
よ
う
に
「
文
明
化
」
す
る
装
置
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
甲
子
園
は
、

外
地
の
球
児
た
ち
を
文
明
化
＝
日
本
人
化
す
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
嘉
農
の
球
児
た
ち
は
、
甲
子
園
で
日
本
人
化
さ
れ
る
の
に
、
た
だ
身
を
委
ね
る
だ
け
だ
っ
た
の
か
。

甲
子
園
が
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
装
置
で
あ
る
限
り
、
彼
ら
は
た
し
か
に
日
本
人
化
さ
れ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、嘉
農
野
球
部
の
強
み
は
、エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
多
元
性
（「
蕃
人
は
足
が
速
い
。

漢
人
は
打
撃
が
強
い
。
日
本
人
は
守
備
に
長
け
て
い
る
」）
に
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
甲
子
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園
で
活
躍
す
る
こ
と
は
、
台
湾
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
か
か
わ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
台
湾
人
ら
し
さ
を

体
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
日
本
人
化
さ
れ
る
こ
と
が
、
同
時
に
台
湾
人
ら
し
く
あ
る
こ
と
で
も
あ

る
と
い
う
逆
説
が
あ
る
。

　

こ
の
逆
説
は
、
バ
ー
バ
の
言
う
「
擬
態
＝
摸
倣
」
の
概
念
を
想
起
さ
せ
る
。
バ
ー
バ
に
よ
れ
ば
、
被
植
民
者

は
植
民
者
の
文
化
の
「
摸
倣
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
と
の
「
差
異
」
を
生
み
出
す
こ
と
で

植
民
者
に
抵
抗
す
る
。
バ
ー
バ
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。

植
民
地
的
擬
態
＝
摸
倣
と
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
完
全
に
は
同
じ
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0alm
ost the sam

e, 

but not quite 

差
異
の
主
体
と
し
て
の
、
修
正
さ
れ
た
認
識
可
能
な
他
者
へ
の
欲
望
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

擬
態
＝
摸
倣
の
言
説
は
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
の
周
り
に
構
築
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
擬
態
＝

摸
倣
が
効
果
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
ず
れ
、
過
剰
、
差
異
を
常
に
生
産
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
㉒
）

　

被
植
民
者
は
、
植
民
者
を
摸
倣
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
差
異
化
し
な
が
ら
そ
の
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
の
「
ま
が
い

も
のm
ockery

」
を
生
み
出
す
（
㉓
）。
そ
れ
は
植
民
者
を
「
嘲
笑m

ockery

」
す
る
こ
と
で
あ
り
、そ
う
し
て
「
植

民
地
的
言
説
の
権
威
」
は
「
撹
乱
」
さ
れ
る
（
㉔
）。「
擬
態
＝
模
倣
」
は
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
性
質
を
帯
び
て

い
る
。
被
植
民
者
は
植
民
者
へ
の
愛
と
憧
れ
が
ゆ
え
に
植
民
者
を
「
模
倣
」
し
、
そ
れ
に
「
擬
態
」
す
る
。
し

か
し
、
こ
の
「
擬
態
＝
模
倣
」
が
植
民
者
の
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
の
「
ま
が
い
も
の
」
し
か
生
み
出
さ
な
い
の
で
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あ
れ
ば
、
そ
れ
は
同
時
に
、
植
民
者
へ
の
憎
悪
と
反
発
も
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

嘉
農
の
球
児
た
ち
は
甲
子
園
で
日
本
人
を「
摸
倣
」し
、そ
れ
に「
擬
態
」し
た
。
彼
ら
は
野
球
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
に
身
を
包
み
、
そ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
は
、
ロ
ー
マ
字
表
記
さ
れ
た
「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
の
ロ
ゴ
が
入
れ
ら
れ
て

い
る
。
彼
ら
は
日
本
球
児
の
標
準
的
な
外
形
と
変
わ
る
こ
と
な
く
、
日
本
人
に
文
字
通
り
「
擬
態
」
し
て
い
る

の
で
あ
る（
嘉
義
市
内
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
衣
装
を
身
に
つ
け
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
）。
し
か
し
、

そ
れ
は
同
時
に
、
日
本
人
と
の
間
に
「
差
異
」
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
日
本
人
の
「
摸
倣

＝
擬
態
」
が
生
み
出
し
た
も
の
は
、「
ま
が
い
も
の
」
の
日
本
人
で
し
か
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、彼
ら
に
と
っ

て
日
本
人
の
よ
う
に
野
球
を
す
る
こ
と
は
、
逆
説
的
に
も
、
台
湾
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
具
現
化
し
、
極
め

て
台
湾
人
ら
し
く
な
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
日
本
人
を
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
一

つ
と
し
て
含
む
よ
う
な
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
多
元
性
を
体
現
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
人
の
「
擬
態
＝
模
倣
」
を

通
じ
て
台
湾
人
と
な
る
こ
と
、
そ
れ
が
彼
ら
の
日
本
人
へ
の
抵
抗
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
擬
態
＝
摸
倣
」

の
逆
説
が
最
も
よ
く
表
れ
て
い
る
シ
ー
ン
を
取
り
上
げ
よ
う
。
甲
子
園
で
、
新
聞
記
者
の
小
池
が
、
嘉
野
の
球

児
た
ち
に
次
の
よ
う
に
聞
く
シ
ー
ン
が
あ
る
（
㉕
）。

聞
き
た
い
の
は
、
き
み
た
ち
は
、
ち
が
う
民
族
の
部
員
と
意
思
の
疎
通
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
。
野

蛮
な
高
砂
族
は
、
日
本
語
を
理
解
で
き
る
の
。
に
～
ほ
～
ん
～
ご
、
わ
か
る
？
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す
で
に
見
た
よ
う
に
、
野
球
は
野
蛮
な
台
湾
人
を
文
明
化
す
る
装
置
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
差

別
的
発
言
に
、
近
藤
は
語
気
を
荒
げ
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。

意
思
疎
通
が
何
で
す
か
。
野
蛮
？　

あ
な
た
、
い
っ
た
い
何
を
見
て
る
ん
で
す
か
。
ち
ゃ
ん
と
こ
の
子
た

ち
を
見
て
く
だ
さ
い
。
民
族
の
違
い
な
ん
か
関
係
な
い
。
こ
の
子
た
ち
は
、
み
な
ほ
か
の
チ
ー
ム
の
子
た

ち
と
同
じ
、
野
球
好
き
の
球
児
た
ち
で
す
。

　

野
球
の
勝
利
を
目
的
と
す
る
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
に
由
来
す
る
能
力
の
み
が
重
要

な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
目
的
の
下
で
は
、
文
明
と
野
蛮
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
無
効
化
さ
れ
て
い
る
。
多
元
的
な

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
協
調
が
嘉
農
野
球
部
の
強
さ
の
源
泉
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
嘉
農
野
球
部
は
台

湾
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
体
現
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
甲
子
園
は
、
嘉
農
の
球
児
た
ち
を
日
本

人
化
す
る
「
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
装
置
と
し
て
も
機
能
し
た
。
近
藤
は
「
こ
の
子
た
ち
は
、

み
な
ほ
か
の
チ
ー
ム
の
子
た
ち
と
同
じ
、
野
球
好
き
の
球
児
た
ち
で
す
」、
と
言
っ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
嘉
農

の
球
児
た
ち
も
内
地
の
球
児
た
ち
と
等
し
く
、「
大
日
本
帝
国
の
子
た
ち
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
㉖
）。
つ
ま
り
、

日
本
人
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
台
湾
人
ら
し
く
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
近
藤
の
台
詞
に

は
、「
擬
態
＝
摸
倣
」
の
逆
説
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
さ
ら
に
こ
の
映
画
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
も
触
れ

て
お
こ
う
。
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ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
は
、
嘉
農
の
球
児
た
ち
は
日
本
か
ら
台
湾
へ
帰
る
た
め
に
船
に
乗
っ
て
い
る
。
決
勝
戦
で

は
負
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
、
甲
板
の
上
で
夕
陽
に
包
ま
れ
な
が
ら
多
幸
感
に
溢
れ
返
っ
て
い
る
。

あ
る
部
員
が
ガ
ラ
ス
瓶
に
入
っ
た
甲
子
園
の
黒
い
土
を
夕
陽
に
か
ざ
す
、
そ
の
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
か
ら
こ
の
ラ

ス
ト
シ
ー
ン
は
始
ま
る
。
彼
は
、
そ
れ
を
見
て
「
め
っ
ち
ゃ
、
き
れ
い
だ
ろ
う
」
と
思
わ
ず
声
を
上
げ
る
。
そ

の
土
は
、
も
ち
ろ
ん
、
日
本
野
球
の
台
湾
へ
の
移
植
を
含
意
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
単
な
る
移

植
で
は
な
く
、「
差
異
」
を
伴
っ
た
移
植
で
あ
っ
た
。
台
湾
人
を
日
本
人
化
す
る
は
ず
だ
っ
た
野
球
は
、
台
湾
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
具
現
化
す
る
た
め
の
装
置
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
甲
子
園
の
土
は
夕
陽
に

美
し
く
映
え
る
の
で
あ
ろ
う
し
、
球
児
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
に
無
上
の
喜
び
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
に
お
け
る
、
土
の
主
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
映
画
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
金
原

由
香
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
土
や
泥
―
―
そ
れ
は
水
分
を
含
ん
だ
土
で
あ
る
―
―
と
い
っ
た
具
体
的
イ
メ
ー
ジ

が
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
の
説
話
論
的
持
続
を
支
え
て
い
た
（
㉗
）。
例
え
ば
、
近
藤
は
酔
っ
払
っ
て
用
水
路
で
眠
り
込

み
泥
だ
ら
け
に
な
る
（
様
々
な
生
命
を
育
む
、
台
湾
の
あ
の
き
め
細
か
い
泥
。
こ
の
台
湾
の
泥
の
中
で
、
日
本

か
ら
の
流
れ
者
、
近
藤
は
再
生
す
る
だ
ろ
う
）。
選
手
た
ち
は
と
言
え
ば
、
雨
の
中
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が

ら
試
合
を
戦
う
。
ま
た
、
彼
ら
は
嘉
義
の
白
い
土
と
は
異
な
る
甲
子
園
の
土
の
黒
さ
に
驚
く
。
そ
れ
を
見
た
近

藤
は
そ
の
黒
い
土
を
彼
の
白
い
シ
ャ
ツ
に
擦
り
つ
け
、「
土
は
土
だ
。
台
湾
の
土
と
変
わ
ら
ん
」
と
彼
ら
を
諭

し
、
そ
の
緊
張
を
ほ
ぐ
そ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
土
と
泥
の
主
題
の
系
列
が
最
終
的
に
た
ど
り
着
く
と
こ
ろ

が
、
ガ
ラ
ス
瓶
に
入
っ
た
甲
子
園
の
土
で
あ
っ
た
。
台
湾
に
運
ば
れ
て
ゆ
く
こ
の
日
本
の
黒
い
土
に
、
台
湾
の
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ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
栄
光
が
託
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
黒
い
土
は
、
日
本
の
野
球
が
台
湾
に
移
植

さ
れ
る
こ
と
で
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
日
台
の
文
化
の
「
異
種
混
交
（
雑
種

化
）hybrid

」
が
新
し
い
文
化
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
（
㉘
）。

三　

札
商
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
・
錠
者
博
美
に
つ
い
て
―
―
台
湾
と
北
海
道
―
―

　

さ
て
、
最
後
に
、
札
商
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
錠
者
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｏ
』
で
は
、
札
商
の
錠
者
が
脇
役
の
中
で
も
極
め
て
特
別
で
、
重
要
な
人
物
と
し
て
登
場
す
る
。
モ
リ
ス

は
、
錠
者
を
「
第
三
の
主
人
公
」
と
呼
ぶ
ほ
ど
で
あ
る
（
第
一
主
人
公
は
近
藤
、
第
二
の
主
人
公
は
本
解
説
で

は
ふ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
八
田
弥
一
で
あ
る
）（㉙
）。

　

錠
者
と
い
う
人
物
の
重
要
性
は
、
嘉
農
が
戦
っ
た
札
商
と
の
試
合
や
中
京
商
業
と
の
決
勝
戦
な
ど
、
こ
の
映

画
の
重
要
な
シ
ー
ン
が
彼
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
を
通
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
だ
ろ
う
。『
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｏ
』
は
、
錠
者
が
日
本
兵
と
し
て
と
し
て
南
方
の
戦
線
に
向
か
う
た
め
に
台
湾
に
立
ち
寄
り
、
嘉
義
に
向
か
う

シ
ー
ン
か
ら
始
ま
る
。
嘉
義
に
向
か
う
列
車
の
中
で
、
ま
た
嘉
義
に
着
い
て
か
ら
は
嘉
農
の
グ
ラ
ン
ド
で
、
錠

者
は
、
嘉
農
と
の
甲
子
園
の
戦
い
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
の
で
あ
る
。
こ
の
映
画
に
、
そ
の
他
の
登
場
人
物
が
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回
想
す
る
シ
ー
ン
は
な
い
。
こ
の
映
画
の
プ
ロ
ッ
ト
を
そ
の
回
想
に
よ
っ
て
展
開
さ
せ
る
唯
一
の
人
物
が
、
錠

者
で
あ
る
（
㉚
）。

　

ま
た
、
錠
者
は
、
嘉
農
の
ラ
イ
バ
ル
の
中
で
も
、
単
に
嘉
農
に
敵
対
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
嘉
農
に
魅
入
ら

れ
た
者
と
し
て
登
場
す
る
唯
一
の
人
物
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
、
錠
者
と
い
う
人
物
の
重
要
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、

次
の
よ
う
な
シ
ー
ン
が
あ
る
。
札
商
は
準
々
決
勝
で
嘉
農
に
敗
れ
て
し
ま
う
が
、
錠
者
は
、
ラ
イ
バ
ル
な
が
ら

も
嘉
農
の
見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
感
銘
を
受
け
る
。
そ
れ
で
、
彼
は
、
嘉
農
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
ア
キ
ラ
（
本

名
は
呉
明
捷
、彼
の
あ
だ
名
で
あ
る
）
に
「
俺
に
勝
っ
た
か
ら
に
は
優
勝
し
ろ
よ
」
と
言
っ
て
、自
分
の
「
ラ
ッ

キ
ー
ボ
ー
ル
」
を
手
渡
す
（
し
か
し
、
ア
キ
ラ
は
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。
ア
キ
ラ
は
「
君
の
ラ
ッ
キ
ー
ボ
ー
ル

は
俺
の
ラ
ッ
キ
ー
ボ
ー
ル
と
は
限
ら
な
い
」
と
言
っ
て
、
錠
者
に
ボ
ー
ル
を
投
げ
返
し
て
し
ま
う
）。

　

錠
者
は
嘉
農
と
中
京
商
業
の
決
勝
戦
を
見
て
、
さ
ら
に
嘉
農
に
魅
入
ら
れ
て
ゆ
く
。
決
勝
戦
で
ア
キ
ラ
は
指

の
豆
を
潰
し
、流
血
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
後
ま
で
投
げ
抜
く
。
ま
た
、嘉
農
メ
ン
バ
ー
は
一
致
協
力
し
、

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
戦
い
抜
く
。
錠
者
は
、
こ
の
嘉
農
の
必
死
の
戦
い
ぶ
り
に
、
い
ち
早
く
「
嘉

農
は
戦
場
の
英
雄
な
り
！　

天
下
の
嘉
農
！
」
と
叫
び
、
こ
の
チ
ー
ム
を
絶
賛
す
る
。
錠
者
に
触
発
さ
れ
、
甲

子
園
中
の
観
客
が
次
第
に
「
天
下
の
嘉
農
！
」
と
嘉
農
に
エ
ー
ル
を
送
る
よ
う
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
錠
者
は
、
こ
の
映
画
の
唯
一
の
回
想
の
主
体
に
し
て
語
り
手
で
あ
り
、
嘉
農
の
ラ
イ
バ
ル

の
中
で
も
唯
一
、
嘉
農
に
魅
入
ら
れ
た
者
と
し
て
登
場
す
る
人
物
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
重
要
で
特
別
な

役
割
が
錠
者
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。
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魏
徳
聖
は
、
台
湾
と
北
海
道
を
一
種
の
相
似
性
に
お
い
て
捉
え
て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
。
地
理
的
に
見
れ
ば
、

台
湾
と
北
海
道
は
大
日
本
帝
国
の
北
端
と
南
端
と
い
う
意
味
で
対
極
に
位
置
す
る
が
、
ど
ち
ら
も
帝
国
の
〈
辺

境
〉
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
相
似
的
で
あ
る
。
ま
た
歴
史
的
に
は
、
ど
ち
ら
も
植
民
地
―
―
北
海
道
は
内
国
植

民
地
―
―
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
相
似
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
相
似
性
が
、北
海
道
代
表
、札
商
の
ピ
ッ

チ
ャ
ー
の
錠
者
に
特
別
で
重
要
な
役
割
を
、
魏
徳
聖
が
与
え
た
理
由
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
に

注
目
し
て
い
る
の
は
、
管
見
の
限
り
、
四
方
田
だ
け
で
あ
る
。

魏
徳
聖
は
明
ら
か
に
こ
こ
で
、
嘉
農
と
札
幌
商
業
と
の
対
決
を
通
し
て
、
日
本
の
最
南
端
と
最
北
端
を
対

等
に
並
べ
て
み
せ
て
い
る
。
今
日
で
は
記
憶
す
る
人
と
て
ほ
と
ん
ど
い
な
い
が
、
北
海
道
こ
そ
は
、
沖
縄
、

台
湾
、
朝
鮮
に
先
立
っ
て
、
日
本
が
最
初
に
植
民
地
と
し
、
開
拓
の
名
の
も
と
に
原
住
民
を
蹂
躙
し
て
き

た
場
所
で
あ
っ
た
。
甲
子
園
の
優
勝
決
定
戦
と
は
、
こ
う
し
て
新
旧
の
植
民
地
の
子
弟
が
、
宗
主
国
の
大

人
た
ち
の
眼
前
で
日
本
へ
の
帰
属
度
を
競
い
あ
う
事
件
と
し
て
再
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。（㉛
）

　

た
だ
し
、
嘉
農
の
札
商
と
の
戦
い
は
「
日
本
へ
の
帰
属
度
」
を
競
い
合
う
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
に
帰
属
す

る
こ
と
へ
の
抵
抗
で
も
あ
っ
た
、
と
こ
こ
に
付
言
し
て
お
く
。

　

錠
者
は
「
天
下
の
嘉
農
！
」
と
叫
ん
だ
と
き
、
嘉
農
の
球
児
た
ち
と
同
じ
く
植
民
地
か
ら
や
っ
て
来
た
者
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
嘉
農
の
戦
い
が
意
味
す
る
も
の
に
、
い
ち
早
く
気
付
き
、
そ
れ
に
深
く
共
感
し
た
の
で
は
な

218



解説シリーズ―今、何が起きているのか？　「台湾ポストニューシネマ」

か
っ
た
か
（
㉜
）。
錠
者
は
嘉
農
に
、
い
わ
ば
自
ら
の
〈
分
身
〉
を
見
た
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
嘉

農
は
決
勝
で
は
敗
れ
た
も
の
の
、「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
精
神
」
を
発
揮
し
、
多
元
的
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ

が
一
致
団
結
す
る
と
い
う
台
湾
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
体
現
し
た
。
嘉
農
は
日
本
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
野
球

を
た
だ
単
に
摸
倣
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
差
異
化
す
る
こ
と
で
、
台
湾
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
実
現
す

る
た
め
の
装
置
へ
と
変
え
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
植
民
者
に
対
す
る
被
植
民
者
の
抵
抗
が
あ
っ
た
。
錠
者
は

嘉
農
の
球
児
た
ち
と
同
じ
被
植
民
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
他
の
甲
子
園
の
観
客
に
先
ん
じ
て
、
そ
の
こ
と
に
気

付
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
錠
者
は
嘉
農
を
絶
賛
し
た
。
つ
ま
り
、
嘉
農
が
被
植
民
者
と
し
て
成
し
得
た

抵
抗
を
称
え
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
錠
者
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
に
よ
っ
て
こ
の
映
画
が
語
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
も
、
彼

の
嘉
農
へ
の
深
い
共
感
に
あ
る
だ
ろ
う
。
彼
は
嘉
義
の
地
で
、
彼
に
強
い
印
象
を
残
し
た
嘉
農
の
こ
と
を
思
い

出
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
は
、
嘉
農
と
い
う
野
球
チ
ー
ム
へ
の
共
感
の

深
さ
、
そ
の
忘
れ
難
さ
の
表
現
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
は
、
嘉
農
へ
の
共
感
で
震
え
る
そ
の

内
面
の
表
現
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
㉝
）。

　

さ
て
、
錠
者
が
ま
ず
「
天
下
の
嘉
農
！
」
と
叫
び
、
甲
子
園
の
日
本
人
は
そ
れ
に
同
調
し
、
こ
の
エ
ー
ル
を

繰
り
返
す
の
で
あ
っ
た
。
錠
者
に
促
さ
れ
、
甲
子
園
中
の
日
本
人
が
嘉
農
の
戦
い
の
意
義
に
気
付
き
、
エ
ー
ル

を
送
っ
た
と
き
、
嘉
農
は
日
本
人
の
目
指
す
べ
き
、
理
想
と
し
て
立
ち
現
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
な
ら
ば
、

こ
こ
で
は
、
植
民
者
と
被
植
民
者
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
な
関
係
が
逆
転
し
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
言
わ
ざ
る
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を
得
な
い
。
嘉
農
の
よ
う
に
、
自
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
体
現
し
た
台
湾
人
こ
そ
が
日
本
人
の
憧
れ
の
対

象
で
あ
り
、
摸
倣
す
べ
き
理
想
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
で
は
も
は
や
な
い
。
こ
こ
に
嘉
農
の
日
本
へ
の
抵
抗

は
極
ま
る
。
バ
ー
バ
は
「
擬
態
＝
模
倣
」
と
は
「
他
者
へ
の
欲
望
」
で
あ
る
、
と
言
っ
て
い
た
。
こ
の
シ
ー
ン

で
は
、
被
植
民
者
が
植
民
者
を
も
は
や
欲
望
す
る
こ
と
な
く
、
植
民
者
が
被
植
民
者
を
欲
望
す
る
。
つ
ま
り
、

日
本
が
台
湾
を
欲
望
す
る
の
で
あ
っ
て
、
台
湾
が
日
本
を
欲
望
す
る
の
で
は
も
は
や
な
い
。
植
民
地
・
台
湾
が

欲
望
の
対
象
と
し
て
、
宗
主
国
・
日
本
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
と
い
う
逆
転
が
こ
こ
で
は
生
じ
て
い
る
の
で
あ

る
（
㉞
）。

　

お
わ
り
に

　

本
解
説
を
振
り
返
ろ
う
。
ポ
ス
ト
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
の
旗
手
、
魏
徳
聖
は
台
湾
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
追
求

を
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し
て
描
き
出
し
た
。
こ
れ
が
、台
湾
映
画
の
「
今
」
の
一
傾
向
を
形
成
し
た
。『
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
嘉
農
の
野
球
を
日
本
野
球
の
「
擬
態
＝
摸
倣
」
と
し
て
表
象
し
た
映
画
で
あ
る
。
嘉
農
の
球
児
は
、

大
日
本
帝
国
の
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
反
復
し
つ
つ
も
差
異
化
す
る
こ
と
で
、
台
湾
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
、
す
な
わ
ち
多
元
的
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
具
現
化
し
た
。
こ
こ
に
、
宗
主
国
の
日
本
へ
の
彼
ら
の
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抵
抗
が
あ
っ
た
。
ま
た
札
商
の
錠
者
の
担
う
役
割
の
重
要
さ
は
、
彼
が
嘉
農
の
球
児
た
ち
と
同
じ
く
、
植
民
地

か
ら
や
っ
て
来
た
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
錠
者
は
、
彼
の
分
身
と
し
て
の
嘉
農
の
球
児
た
ち
に
深
い

共
感
を
寄
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
植
民
者
が
被
植
民
者
を
欲
望
す
る
と
い
う
、

そ
れ
ら
の
間
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
関
係
の
逆
転
で
あ
り
、
こ
こ
に
嘉
農
の
日
本
へ
の
抵
抗
は
極
ま
る
。

　

本
解
説
で
は
、
ほ
ぼ
製
作
の
魏
徳
聖
の
み
に
言
及
し
、
監
督
の
馬
志
翔
に
触
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
反
省
点
で
あ
る
。
魏
徳
聖
が
野
球
経
験
者
の
馬
志
翔
に
監
督
を
任
せ
た
効
果
が
出
て
い
る
の
は
、

や
は
り
、
野
球
の
試
合
の
シ
ー
ン
で
あ
ろ
う
。
魏
徳
聖
は
「
こ
の
映
画
の
五
〇
か
ら
六
〇
％
ぐ
ら
い
は
野
球
の

試
合
風
景
で
す
。
こ
ん
な
に
試
合
の
場
面
が
多
い
野
球
映
画
も
珍
し
い
で
し
ょ
う
」（
㉟
）
と
語
っ
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
こ
の
映
画
は
、
運
動
感
覚
に
満
ち
た
映
画
と
な
っ
た
。
上
昇
運
動
（
空
に
高
く
上
が
る
ボ
ー
ル
）、
直

線
運
動
（
選
手
達
の
疾
走
）
や
回
転
運
動
（
バ
ッ
ト
の
回
転
）
等
々
の
様
々
な
軌
跡
を
描
く
運
動
に
溢
れ
て
い

る
。
映
画
が
運
動
の
芸
術
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
運
動
の
多
様
性
が
ゆ
え
に
、
こ
の
映
画
は
ま
さ
し
く
〈
映

画
的
〉
で
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。
嘉
農
の
選
手
た
ち
は
、
こ
れ
ら
多
様
な
運
動
を
通
し
て
、
三
民
族
が
協
力
し

合
う
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
精
神
を
具
現
化
し
た
こ
と
を
、
最
後
に
付
言
し
て
お
き
た
い
。

　

冒
頭
述
べ
た
よ
う
に
、
本
解
説
は
、
錠
者
投
手
が
筆
者
の
勤
め
る
大
学
の
お
隣
の
札
商
（
現
・
北
海
学
園
札

幌
高
校
）
の
球
児
で
あ
っ
た
こ
と
に
縁
を
感
じ
て
、
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
台
湾
映
画
に
つ
い
て
は

専
門
家
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
筆
者
自
身
で
は
気
付
か
な
い
誤
り
を
犯
し
て
い
る
点
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

読
者
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
お
待
ち
す
る
次
第
で
あ
る
。
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［
註
］

（
１
）
阪
本
佳
代
「
解
説　

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
と
嘉
農
を
も
っ
と
理
解
す
る
た
め
に
」、
漫
画
版
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ　

１
９
３
１ 

海
の
向
こ

う
の
甲
子
園
』（
魏
徳
聖
・
陳
嘉
蔚
原
作
、
陳
小
雅
作
画
、
宇
野
幸
一
・
阪
本
佳
代
訳
）、
翔
泳
社
、
二
〇
一
四
年
、
四
一
九

頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
２
）
二
〇
一
五
年
一
月
一
六
日
、
北
海
学
園
札
幌
高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
は
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
の
日
本
公
開
を
記
念
し
、
本
作
の

特
別
鑑
賞
会
を
デ
ィ
ノ
ス
シ
ネ
マ
ズ
札
幌
劇
場
に
て
開
催
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
記
し
て
お
き
た
い（「
甲
子
園
で「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」

と
対
戦
し
た
札
幌
商
業
野
球
部
の
Ｏ
Ｂ
会
が
特
別
鑑
賞
会
」、
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
、https://w

w
w

.roc-taiw
an.

org/jp_ja/post/2808.htm
l

[
最
終
ア
ク
セ
ス
、
二
〇
二
四
年
九
月
三
〇
日
]。
山
中
い
ず
み
「
日
本
統
治
時
代
、
台
湾
か

ら
の
甲
子
園
出
場
校
描
い
た
映
画
」、『
北
海
道
新
聞
』、
二
〇
一
五
年
一
月
二
二
日
、
朝
刊
）。

（
３
）
赤
松
美
和
子
「
映
画
―
―
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
か
ら
エ
ン
タ
メ
へ
―
―
」、
赤
松
美
和
子
・
若
松
大
祐
編
著
、『
台
湾
を
知
る
た

め
の
72
章
』、明
石
書
店
、二
〇
二
二
年
、二
六
六
頁
。
ま
た
、坂
川
直
也
「
魏
徳
聖
に
お
け
る
日
本
統
治
時
代
の
エ
ン
タ
メ
化
」、

『
ユ
リ
イ
カ　

台
湾
映
画
の
現
在
』
第
七
七
七
号
、
二
〇
二
一
年
、
四
二
六
―
四
三
七
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
４
）
四
方
田
犬
彦
『
台
湾
の
歓
び
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
一
六
五
頁
。

（
５
）
稲
見
公
仁
子
「
台
湾
映
画
の
歩
み
」、『
ユ
リ
イ
カ　

台
湾
映
画
の
現
在
』、
六
六
頁
。

（
６
）
同
前
。

（
７
）
丸
川
哲
史
、『
台
湾
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
身
体
』、
青
土
社
、
二
三
一
―
二
三
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ち
な
み
に
、

本
書
で
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
的
視
点
か
ら
、
台
湾
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
に
つ
い
て
優
れ
た
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）黒
羽
夏
彦
は
、『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』
や
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
「
族
群
の
多
元
性
が
背
景
に
織
り
込
ま
れ
た
ド
ラ
マ
」
で
あ
る
と
し
、

「
多
元
主
義
的
な
観
点
か
ら
台
湾
島
に
お
け
る「
我
々
」の
来
歴
を
語
り
直
そ
う
と
す
る
試
み
」で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る（
黒

羽
夏
彦
「
台
湾
理
解
の
変
遷
―
―
外
部
の
視
点
か
ら
台
湾
本
位
の
「
我
々
」
の
視
点
へ
―
―
」、『
台
湾
を
知
る
た
め
の
72
章
』、

四
九
頁
）。
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（
９
）
林
ひ
ふ
み
「
台
湾
映
画
『
海
角
七
号
』
を
読
み
解
く
」、『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
第
四
五
二
号
、
二
〇
一
〇
年
、
八
一
頁
。

（
１０
）
林
初
梅
は
、一
九
九
〇
年
頃
ま
で
の
台
湾
の
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
お
け
る
日
本
人
表
象
に
つ
い
て
こ
う
言
っ
て
い
る
。

「
日
本
像
は
中
国
侵
略
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
で
、
台
湾
人
の
国
民
的
記
憶
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
全
く
の
虚
像
だ
と
言

う
こ
と
さ
え
で
き
る
も
の
だ
っ
た
」（
林
初
梅
「
魏
徳
聖
の
三
部
作
『
海
角
七
号
』『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
鑑
賞

し
て
」、『
東
方
』
第
四
〇
八
号
、
二
〇
一
五
年
、
二
頁
）。
し
か
し
、
近
年
、
日
本
像
は
「
抗
日
戦
争
の
虚
像
か
ら
台
湾
人
の

身
近
な
「
日
本
」
経
験
・
記
憶
へ
と
転
換
し
た
」（
同
前
）。
魏
徳
聖
の
三
部
作
に
は
「
現
在
の
日
本
の
統
治
時
代
に
対
す
る

歴
史
認
識
が
現
れ
て
い
る
」（
同
前
、
三
頁
）。
台
湾
人
は
、
日
本
に
対
し
て
単
に
否
定
的
な
も
の
で
は
な
い
「
複
雑
」
で
「
筆

舌
に
尽
く
し
が
た
い
思
い
」
を
抱
い
て
お
り
、
魏
徳
聖
の
三
部
作
は
こ
の
思
い
を
「
感
動
的
」
な
も
の
と
し
て
描
き
出
し
た

（
同
書
、
二
頁
）。
こ
の
よ
う
に
林
初
梅
は
こ
の
三
部
作
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

（
１１
）
魏
徳
聖
「
台
湾
と
日
本
が
共
に
栄
光
へ
向
か
っ
た
物
語
を
知
っ
て
ほ
し
い
」（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）、
漫
画
版
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ　

１
９
３
１ 

海
の
向
こ
う
の
甲
子
園
』、
四
〇
六
頁
。

（
１２
）『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
は
、
野
嶋
剛
『
認
識
・TA

IW
A

N

・
電
影 

映
画
で
知
る
台
湾
』（
明
石
書
店
、

二
〇
一
五
年
）
に
詳
し
い
。
野
嶋
は
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
に
対
す
る
批
判
は
主
に
外
省
人
か
ら
な
さ
れ
た
と
し
、「「
抗
日
八
年
」

の
歴
史
を
共
有
す
る
外
省
人
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
は
、
日
本
統
治
を
肯
定
す
る
よ
う
な
作
品
を
真
っ
向
か
ら
認
め
る
こ
と
は

難
し
い
」（
同
前
、
三
三
頁
）
と
そ
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。

（
１３
）
同
前
、
三
四
頁
。

（
１４
）
魏
徳
聖
「
台
湾
と
日
本
が
共
に
栄
光
へ
向
か
っ
た
物
語
を
知
っ
て
ほ
し
い
」、
四
〇
三
頁
。
ま
た
、『
映
画
で
知
る
台
湾
』

に
掲
載
さ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
魏
徳
聖
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
語
っ
て
い
る
（
四
三
頁
）。

（
１５
）
四
方
田
、
前
掲
書
、
一
六
五
頁
。

（
１６
）Hom

i K
. B

habha, T
he Location of C

ulture, 1st ed., London and N
ew

 York, R
outledge, 1994, p. 86. （

ホ
ミ
・
Ｋ
・ 

バ
ー
バ
『
文
化
の
場
所
―
―
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
位
相
―
―
』、
本
橋
哲
也
・
正
木
恒
夫
・
外
岡
尚
美
・
阪
元
留
美
訳
、
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法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
五
年
、
一
四
八
―
一
四
九
頁
。）
ま
た
、B

ill A
shcroft, G

areth G
rif�ths and H

elen T
if�n,  

Post-C
olonial Studies: T

he K
ey C

oncepts, 2nd ed., London and N
ew

 York, R
outledge, 2007, p. 10 

（
ビ
ル
・
ア
ッ

シ
ュ
ク
ロ
フ
ト
、
ガ
レ
ス
・
グ
リ
フ
ィ
ス
、
ヘ
レ
ン
・
テ
ィ
フ
ィ
ン
『
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
事
典
』、
木
村
公
一
編
訳
、
南
雲
堂
、

二
〇
〇
八
年
、
二
六
―
二
七
頁
）
も
参
照
の
こ
と
。『
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
事
典
』
に
よ
れ
ば
、「
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
」
と
は
、

被
植
民
者
の
内
面
に
お
い
て
、
植
民
者
と
の
「
共
犯
関
係com

plicity

」
と
植
民
者
へ
の
「
反
抗resistance

」
が
同
時
に

存
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

（
１７
）『
海
角
七
号
』
特
別
披
露
試
写
会
に
先
立
つ
、
魏
徳
聖
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
〇
九
年
九
月
二
九
日
、
新
宿
・
明
治
安

田
生
命
ホ
ー
ル
）。
林
ひ
ふ
み
「
台
湾
映
画
『
海
角
七
号
』
を
読
み
解
く
」、
八
八
頁
よ
り
引
用
し
た
。[　

]
は
筆
者
に
よ
る

補
い
。

（
１８
）「
映
画
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
―
―
甲
子
園
大
会
で
準
優
勝
し
た
台
湾
代
表
の
物
語
―
―
」（
魏
徳
聖
・
馬
志
翔
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）、

https://w
w

w
.nippon.com

/ja/people/e00058/

（
最
終
ア
ク
セ
ス
、
二
〇
二
四
年
九
月
三
〇
日
）

（
１９
）
沼
崎
一
郎
『
人
類
学
者
、
台
湾
映
画
を
観
る
―
―
魏
徳
聖
三
部
作
『
海
角
七
号
』・『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』・『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』

の
考
察
―
―
』、
風
響
社
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
二
〇
一
九
年
、
六
〇
頁
。

（
２０
）
同
前
、
六
四
頁
。

（
２１
）A

ndrew
 D

. M
orris, C

olonial Project, N
ational G

am
e: A

 H
istory of B

aseball in T
aiw

an, B
erkeley and Los 

A
ngeles, U

niversity of C
alifornia Press, 2011, p. 3. （

ア
ン
ド
ル
ー
・
Ｄ
・
モ
リ
ス
『
台
湾
野
球
の
文
化
史
―
―
日
・
米
・

中
の
は
ざ
ま
で
―
―
』
丸
山
勝
訳
、論
創
社
、二
〇
二
二
年
、
xxi
頁
。）
モ
リ
ス
は
、台
湾
に
お
け
る
野
球
と
同
様
に
、
ス
ポ
ー

ツ
が
植
民
地
の
文
明
化
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
と
し
て
、
英
領
西
イ
ン
ド
諸
島
の
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
挙
げ
て
い
る
。

（
２２
）B

habha, T
he Location of C

ulture, p. 86. （
翻
訳
、
一
四
八
頁
。）

（
２３
）Ibid. （
翻
訳
、
一
四
九
頁
。）

（
２４
）Ibid. 

（
翻
訳
、
同
前
。） 

モ
リ
ス
も
バ
ー
バ
の
「
擬
態
＝
摸
倣
」
が
、
台
湾
人
の
日
本
人
化
を
捉
え
る
た
め
の
概
念
と
し
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て
有
効
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（M

orris, C
olonial Project, p. 22-23 [

翻
訳
、二
七
頁
]）。
し
か
し
、彼
は
「
擬
態
＝
摸
倣
」

に
お
け
る
「
差
異
」
を
、
被
植
民
者
が
植
民
者
の
「
ま
が
い
も
の
」
を
作
り
出
し
、
そ
れ
に
抵
抗
す
る
こ
と
と
は
考
え
て
い

な
い
。
被
植
民
者
が
植
民
者
を
い
く
ら
摸
倣
し
よ
う
と
も
、
被
植
民
者
は
完
全
に
植
民
者
に
な
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
点

で
「
野
蛮
」
で
あ
り
続
け
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
モ
リ
ス
は
バ
ー
バ
ー
の
言
う
「
差
異
」
を
捉
え
て
い
る
。
こ
の
点
が

本
解
説
と
異
な
る
。

（
２５
）
こ
の
小
池
と
い
う
新
聞
記
者
は
、
作
家
の
菊
池
寛
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
菊
池
は
、
実
際
に
嘉
農
対
中

京
商
業
の
決
勝
を
観
戦
し
、「
涙
ぐ
ま
し
い
…
…
三
民
族
の
協
調
」
と
題
し
た
そ
の
観
戦
記
を
東
京
朝
日
新
聞
に
寄
稿
し
て
い

る
。
菊
池
は
こ
う
書
い
て
い
る
。「
僕
は
す
っ
か
り
…
…
嘉
義
び
い
き
に
な
っ
た
。
内
地
人
、本
島
人
、高
砂
族
と
い
う
変
わ
っ

た
人
種
が
同
じ
目
的
の
た
め
協
同
し
努
力
し
て
い
る
と
い
う
事
が
、
何
と
な
く
涙
ぐ
ま
し
い
感
じ
を
起
こ
さ
せ
る
」（『
東
京

朝
日
新
聞
』、
一
九
三
一
年
八
月
二
二
日
、
朝
刊
）。
菊
池
を
モ
デ
ル
に
し
た
小
池
も
、
嘉
農
の
メ
ン
バ
ー
に
差
別
的
に
接
し

た
こ
と
を
悔
い
な
が
ら
、
映
画
の
中
で
次
の
よ
う
に
言
う
。「
僕
は
す
っ
か
り
嘉
農
び
い
き
に
な
っ
た
。
異
な
る
人
種
が
、
同

じ
目
的
の
た
め
に
努
力
す
る
姿
は
何
と
も
涙
ぐ
ま
し
い
感
情
を
お
こ
さ
せ
る
な
あ
」。
小
池
の
台
詞
か
ら
は
、「
内
地
人
、
本

島
人
、
高
砂
族
」
と
い
う
民
族
名
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
民
族
は
戦
時
中
、
日
本
人
に
一
元
的
に
包
摂
さ
れ
る
、

そ
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
し
か
な
か
っ
た
。
沼
崎
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
民
族
は
み
な
日
本
人
と
み
な
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
（
沼
崎
、
前
掲
書
、
六
四
頁
）。
そ
れ
ゆ
え
、
魏
徳
聖
（
彼
は
本
映
画
の
脚
本
家
で
も
あ
る
）
は
、
そ
れ
ら
の

民
族
名
を
削
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
小
池
の
台
詞
は
、
嘉
農
が
多
元
的
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
か

ら
成
る
こ
と
を
端
的
に
認
め
、
そ
れ
を
褒
め
称
え
る
言
葉
と
な
る
。
魏
徳
聖
は
そ
の
よ
う
に
考
え
た
と
思
わ
れ
る
。

（
２６
）
沼
崎
、
同
前
、
六
四
頁
を
参
照
の
こ
と
。
た
だ
し
、
沼
崎
も
、
甲
子
園
を
単
な
る
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
装
置
と
み
な
し
た
映
画
で
あ
る
と
『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
捉
え
て
い
な
い
。
地
元
の
代
表
校
を
熱
狂
的
に
応
援
す
る
と
い
う
「
地

方
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
」の
思
い
を
、高
校
野
球
は
掻
き
立
て
る
。そ
の
よ
う
な
実
感
を
基
に
、沼
崎
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。「
甲

子
園
と
い
う
装
置
が
、
素
朴
な
地
方
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
と
収
斂
さ
せ
る
回
路
と
な
っ
て
い
る
こ
と
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を
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て
、
信
条
的
に
は
拒
否
し
て
い
て
も
、
心
情
的
に
は
拒
否
し
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
一
九
三
一

年
の
嘉
義
市
民
は
、
実
は
ア
ン
チ
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
／
ア
ン
チ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
台
湾
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
を
表
現
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
想
像
し
た
く
な
る
」（
沼
崎
、
同
前
、
七
四
頁
）。
本
解
説
で
は
、「
心
情
」
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
「
擬
態

＝
摸
倣
」
の
構
造
に
由
来
す
る
も
の
と
し
て
「
ア
ン
チ
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
／
ア
ン
チ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
台
湾
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
」

を
捉
え
よ
う
と
し
た
。

（
２７
）
金
原
由
香
「
ア
ジ
ア
映
画
史
に
加
わ
っ
た
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
」、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ　

１
９
３
１ 

海
の
向
こ
う
の
甲
子
園
』
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
東
急
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
二
〇
一
五
年
、
一
九
頁
。

（
２８
）
林
初
梅
は
、
台
湾
文
化
の
異
種
混
交
性
に
つ
い
て
、「
ク
レ
オ
ー
ル
文
化
」
と
い
う
観
点
か
ら
次
の
よ
う
に
語
る
。「
た
と

え
負
の
遺
産
で
あ
っ
て
も
そ
れ
ら
を
台
湾
の
独
自
性
へ
と
転
換
さ
せ
れ
ば
、
歴
史
や
文
化
が
豊
か
に
な
る
と
い
う
多
文
化
主

義
の
発
想
が
台
湾
に
は
あ
る
。
ク
レ
オ
ー
ル
文
化
が
存
在
し
な
い
国
は
ど
こ
に
も
な
い
が
、
積
極
的
に
そ
れ
ら
を
認
め
、
そ

し
て
自
ら
の
主
体
性
へ
と
転
換
さ
せ
て
い
る
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
思
い
が
魏
徳
聖
の
映
画
に

潜
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
」（
林
初
梅
、
前
掲
書
、
六
頁
）。『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
で
は
、
野
球
が
ま
さ
し
く
「
ク
レ
オ
ー
ル
文
化
」

で
あ
っ
た
、
と
言
え
よ
う
。

（
２９
）
モ
リ
ス
、
前
掲
書
、
三
〇
〇
頁
（「
日
本
語
版
へ
の
あ
と
が
き
」）。
ま
た
、
赤
松
も
、
本
解
説
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
、

錠
者
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
赤
松
は
、
錠
者
が
こ
の
映
画
の
「
影
」
の
部
分
を
引
き
受

け
た
が
ゆ
え
に
、
こ
の
映
画
が
「
明
る
い
ス
ポ
根
青
春
映
画
」
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。「
日
本
領
土
最
北
か
ら
の
出
場
校
で
あ

る
札
幌
商
業
の
錠
者
は
、
最
南
端
の
台
湾
か
ら
来
た
嘉
農
を
ラ
イ
バ
ル
視
し
つ
つ
も
応
援
し
、
甲
子
園
で
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

着
て
は
嘉
農
の
敗
北
者
で
あ
り
信
奉
者
で
あ
る
と
い
う
役
目
を
務
め
、
冒
頭
と
終
焉
で
は
軍
服
を
纏
い
日
本
帝
国
や
戦
争
の

恐
怖
を
表
す
な
ど
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
に
お
け
る
影
の
役
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
る
。『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
、
錠
者
が
戦
地
に
赴
く

間
際
に
台
湾
に
立
ち
寄
り
回
想
し
た
、
暗
闇
か
ら
照
ら
し
出
さ
れ
た
物
語
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ほ
ど
明
る
い
ス
ポ
根
青
春
物

語
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」（
赤
松
美
和
子
「
現
代
台
湾
映
画
に
お
け
る
「
日
本
時
代
」
の
語
り
―
―
『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』・
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『
大
稲
埕
』・『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
を
中
心
に
―
―
」、
所
澤
潤
・
林
初
梅
編
『
台
湾
の
な
か
の
日
本
記
憶
』、
三
元
社
、
二
〇
一
六
年
、

一
八
二
―
一
八
三
頁
）。

（
３０
）
た
だ
し
、
史
実
と
し
て
、
錠
者
が
嘉
義
に
立
ち
寄
っ
た
可
能
性
は
極
め
て
低
い
（「
果
子
電
影 

× 

米
倉
影
業
」 https://

w
w

w
.facebook.com

/story.php/?story_fbid=812403158808190&
id=416499215065255

[
最
終
ア
ク
セ
ス　

二
〇
二
四

年
九
月
三
〇
日
]）。
錠
者
投
手
の
い
と
こ
の
お
孫
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
彼
は
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
亡
く
な
っ
て
い
る
。
現
実

の
錠
者
は
南
方
に
出
征
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
３１
）
四
方
田
、
前
掲
書
、
一
六
二
頁
。

（
３２
）
北
海
道
は
、
内
地
で
あ
る
と
同
時
に
外
地
で
も
あ
る
よ
う
な
〈
内
国
植
民
地
〉
と
し
て
の
両
義
性
を
持
つ
。
と
す
れ
ば
、

北
海
道
か
ら
や
っ
て
来
た
錠
者
は
台
湾
人
に
対
し
て
、
被
植
民
者
（
外
地
人
）
で
あ
る
と
同
時
に
植
民
者
（
内
地
人
）
で
も

あ
る
と
い
う
両
義
性
を
帯
び
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
錠
者
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
考
察
す
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
本
解
説
で
は
そ
の
余
裕
も
能
力
も
な
い
。
別
稿
に
譲
り
た
い
。

（
３３
）
赤
松
は
、
魏
徳
聖
三
部
作
す
べ
て
に
日
本
人
が
語
り
手
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
彼
女
は
、
そ
れ
が

中
国
語
や
台
湾
語
の
み
な
ら
ず
、「
複
数
の
言
語
が
響
き
合
う
複
雑
で
巧
み
な
語
り
」
を
可
能
に
し
て
い
る
と
言
う
（
赤
松
、

前
掲
書
、
一
八
四
頁
）。「『
海
角
七
号
』（
台
湾
語
・
中
国
語
・
日
本
語
）
で
は
、
日
本
教
師
が
日
本
語
の
手
紙
で
「
捨
て
た
ん

じ
ゃ
な
い
、
泣
く
泣
く
手
放
し
た
の
だ
」
と
引
き
揚
げ
を
贖
罪
し
、『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』（
セ
デ
ッ
ク
語
・
日
本
語
）
で
は
、

日
本
軍
人
鎌
田
が
「
台
湾
の
山
岳
で
わ
れ
わ
れ
大
和
民
族
が
百
年
前
に
失
っ
た
武
士
道
の
精
神
を
見
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
霧

社
事
件
で
の
原
住
民
の
戦
い
ぶ
り
を
武
士
道
と
同
一
化
し
て
讚
え
、『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』（
日
本
語
・
台
湾
語
）
で
は
、
嘉
農
戦
の
敗

戦
投
手
で
日
本
軍
人
と
し
て
出
兵
す
る
錠
者
が
「
戦
場
の
英
雄
！　

天
下
の
嘉
農
！
」
と
喝
采
す
る
。
魏
徳
聖
関
係
作
品
の

「
日
本
時
代
」
は
、
植
民
地
統
治
後
七
〇
年
に
及
ぶ
日
本
の
沈
黙
を
補
う
か
の
よ
う
に
日
本
人
の
語
り
手
に
よ
り
、
贖
罪
さ
れ
、

讃
え
、
喝
采
さ
れ
、
語
ら
れ
て
い
る
の
だ
」（
赤
松
、
同
前
）。
本
解
説
の
観
点
か
ら
は
、
こ
の
赤
松
の
指
摘
は
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ニ
ア
ル
的
な
意
味
を
持
つ
。
日
本
人
に
よ
っ
て
「
贖
罪
さ
れ
、
讃
え
、
喝
采
さ
れ
」
て
い
る
の
は
台
湾
人
で
あ
り
、
そ
の
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意
味
に
お
い
て
、
日
本
人
は
台
湾
人
を
欲
望
の
対
象
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
植
民
地
的
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス

の
逆
転
現
象
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３４
）
こ
の
欲
望
の
逆
転
に
つ
い
て
はA

shcroft, G
rif�ths and T

if�n, Post-C
olonial Studies, p. 11 

（
ア
ッ
シ
ュ
ク
ロ
フ
ト
、

グ
リ
フ
ィ
ス
、
テ
ィ
フ
ィ
ン
『
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
事
典
』、
二
八
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。
こ
の
逆
転
は
、
文
化
間
の
「
異

種
混
交
」
と
関
わ
っ
て
い
る
。
日
台
の
文
化
が
異
種
混
交
さ
れ
る
こ
と
で
、
新
し
い
台
湾
な
り
の
野
球
の
あ
り
方
が
生
ま
れ
、

そ
れ
が
日
本
人
の
褒
め
称
え
る
理
想
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
３５
）
野
嶋
、『
映
画
で
知
る
台
湾
』、
三
八
頁
。

※
北
海
学
園
札
幌
高
等
学
校
校
長
の
竹
越
広
志
先
生
、
お
よ
び
北
海
学
園
札
幌
高
等
学
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
の

多
田
康
郎
最
高
顧
問
に
は
、
札
商
と
嘉
農
の
試
合
に
関
す
る
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
ま
た
直
接
お
話

を
伺
う
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
い
た
。そ
の
と
き
の
両
氏
の
お
言
葉
か
ら
、本
解
説
は
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
多
田
最
高
顧
問
か
ら
は
、
一
九
三
一
年
甲
子
園
出
場
時
の
札
商
メ
ン
バ
ー

の
記
念
写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
（
二
三
〇
︱
二
三
一
頁
掲
載
）。
こ
こ
に
両
氏
に
謝
辞
を
申
し
上

げ
た
い
。
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左から三人目が錠者投手。一番左が多田栄郎監督。
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左から三人目が錠者投手。一番左が多田栄郎監督。

231




